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第 13回貝塚公民館大会 

＜ねらい＞ 

 さまざまな人、世代が集まり、公民館を取り巻く課題や将来を考える学習の場。 

 テーマを掲げ、地域課題に取り組む。 

＜状況・成果＞  

【第 1弾】2/2 日曜日 10時～12時半 参加者 132人 Zoom 8人（保育 15人 保育者 8人） 

場所 浜手地区公民館ホール 

講師 児島 伸彦（東洋大学生物科学部生物科学科教授 学科長） 

【第 2弾】3/11 火曜日 10時～12時 参加者 73人（保育 7人 保育者 4人） 

 場所 コスモスシアター小ホール 

 講師 西川 正（NPO法人ハンズオン埼玉副代表理事・岡山県真庭市立中央図書館長） 

テーマ「年の差フレンズが未来をつくる」 

貝塚公民館大会は 3 館の主な利用団体から選出された代表と

各館担当職員で実行委員会を結成し企画・運営している。今年度

は、集まった実行委員の半分以上が昨年度からの継続者だったた

め、テーマを考える際は昨年度の「年の差フレンズ」「恩送り」が

心に残ったワードとして多く意見が挙がった。また、事前に職員

間で打ち合わせをした時には、こども家庭庁の「こどもまんなか

社会」や文部科学省の「コミュニティ・スクール」の話も出てお

り、会議の中でも話題になった。従ってテーマの決定にはほぼ全員が同じ意見でまとまった。 

今年のテーマには、世代間をこえた繋がりの中、子どもを真ん中にした活動を考える、という意

味が込められており、大会の着地点は、何かしたいと思っている人が公民館や地域の子どもに関わ

る団体と繋がることができる機会とすることを実行委員会で確認した。 

講師を決める際は実行委員長、副実行委員長、書記を集め、実行委員会であがった講師案を含め

た 4人の中から検討した。話し合う中でさまざまな意見がでたが、今大会は浜手が担当し、会場も

浜手のホールで開催することから、浜手地域の人が参加しやすい・したいと思える内容を考慮した。

社会教育と脳の話がどうつながるのか疑問視する声もあったが、「正直、子どもだけの内容では自

分は興味がない」「浜手のクラブ員に相談したら、話を聞くだけならいいけど座談会があるのが嫌

と言われた」という実行委員の意見もあり、「逆に脳の話が全世代に聞いてもらえる」ということで

まとまった。第 1弾はしっかりと話を聞く回として児島伸彦さん、第 2弾は参加者同士の対話を重

視し楽しくワークショップをする回として西川正さんに決定した。 

講師や事例発表の発表者が決定してからはさらに実行委員たちの活躍が顕著だった。第 1弾のオ

ープニングに「サプライズ」を行う、第 2弾では参加者と団体をつなぐ「つながりチケット」を発

行する等のアイデアがでて、それを形にしていく過程を楽しんでい

る様子がうかがえた。 

第 1 弾当日、会場は 132 人の参加者で埋まり、熱気が感じられる

なか始まった。サプライズとして、実行委員の子どもから高齢者ま

でが一緒になって「さんぽ」を歌う姿は、真に「年の差フレンズ」の
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象徴となった。そして、脳科学の観点からもシナプスのつながり方と人間社会のつながり方が同じ

だと学び、事例発表では、子ども将棋クラブボランティア、貝塚プレーパーク、二色学園コミュニ

ティ・スクールからそれぞれやりがいや課題などが赤裸々に語られた。 

参加者からの感想を見ると、「子どもが自由な発想で活動でき、大人も楽しめる場所づくりをも

っとがんばります」「子どもとの関わりで大きなことは出来ないが、地域の子どもの見守りや声か

けだけでも大切であるという意識を持ってやりたいと思います」「多世代、いろんな世代の人たち

とつながれる、関われる機会を増やしていけたらいいかなと思う」と、テーマ通りの多世代・子ど

もに関わることで自分のできることを考えた人が多かったことがわかった。 

第 1弾はいつもと違う切り口で開催したことで公民館を利用したことがない人も参加した。また、

アンケートに「今までと違った公民館大会であった。興味わく流れで参加してよかったです。以後

も時代に合った大会にしてください」という意見もあった。 

第 2弾は、「以前聞いたことがありまた聞きたい」という実行委

員や「ぜひ多くの人に聞いてほしい」という職員の声から講師を

打診し、日程調整の結果、3 月の平日開催の運びとなった。多く

の居場所づくりをされている講師の話や事例から、人が集まる仕

掛けやその雰囲気作りで大事な点、参加者をお客さま状態にせず

当事者に変える取り組みを多く学んだ。また、トークフォークダ

ンス（二重の円になり出されたテーマについて 2人 1組で話す）

を全員で行い、アドバイスを含む否定をしないことで人は安心して話ができることを実体験した。 

アンケートには、「第 1弾の講演が良く、引き続き参加した」「たくさんのヒントが聞けて、ぜひ

自分たちの活動に活かしていきたい」という声があり、今大会の着地点となったと言える。実行委

員発案のつながりチケットも功を奏し、応援チケットを含め 12 枚の提出があり、団体への橋渡し

ができた。 

今年度、第 1 弾、第 2 弾と 2 回開催したことで、実行委員の負担を心配したが、「実行委員会を

通して皆と出会えたこと・活動できたことが嬉しい」「これでみんなと会えなくなるのは寂しい」と

いう元気な声が多く聞かれた。 

貝塚公民館 3 館に Wi-Fi が導入され 2 年が経つ。第 1 弾では一昨年ぶりに Zoom 配信（申込者の

み閲覧できる）を行ない、参加者全員が問題なくスムーズに入室できた。また、リモート会議を第

1 弾・第 2弾で各 1回ずつ行い、講師と実行委員や発表者、職員との顔合わせと共通認識が滞りな

くできたことは、コロナ禍以降の取り組みの努力が実ったと言える。 

【アンケートより】（第 1弾） 

・公民館に集うことでコミュニティ作りができる。大切な場所、もっとたくさんの人が利用してほしい。 

・嫌なことをする（ストレス）の程度の差があるけど、自発的に行動することが公民館活動だと思った。専

門的な脳科学を学ぶことによって、公民館の事業の大切さが改めて科学されましたね。子どもから学ぶこ

とはたくさんある。子どもから気付かされること、その空間（大人の学び）が公民館‼ 

・貝塚市全域で、公民館を通じて色々活動している事がわかり、貝塚はすばらしいとおもいました。 

（第 2弾） 

・楽しい場所。何かやりたいと思ったところが社会教育施設である図書館（公民館）。やりたいなーと思うこ

とがいっぱいあった。 

＜課題＞ 

今後も、さまざまな切り口から公民館を考える。 

市民にとって公民館が必要な場と思えるような大会づくり。 
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しゃべり場★公民館 

＜ねらい＞ 

公民館利用者及び市民と職員が共に公民館について語り考えていく場とする。 

＜状況・成果＞ 

 メンバー13人（職員 3人含む） 

 昨年度末に今年度のしゃべり場★公民館（以下、しゃべり場）の活動計画を話し合い、「中央公民

館まつりへの参加」、「2回連続講座の実施」、「議会傍聴」の実施を決定した。 

 5月に 2日間開催された「第 68回中央公民館まつり」では、初日は野外舞台がなかったため音が

なく寂しいという意見があり、しゃべり場で何か協力できないかということで協議した。 

当日は、「しゃべり場ラジオ」というブースを設置し、約 16のクラブや団体が活動の魅力を紹介

したり、公民館まつりの催し物の案内を行った。発表の際には、しゃべり場メンバーがインタビュ

ー形式で対話をし、クラブ等の魅力を引き出すサポートをした。また、空いた時間はしゃべり場メ

ンバーで音楽を持ち寄り、流すなどまつりの盛り上げ役として一役を担った。 

 7 月と 8 月には公共施設マネジメント室職員を講師として、「公共施設等総合管理計画を読もう」

と題した講座を 2回開催した。この講座は、昨年度改定された「公共施設等総合管理計画」をわか

りやすく解説してもらい、市民が主体的に市について興味を持ち考えられるようになってほしいと

いったメンバーの思いから企画した。 

1 回目の講座は参加者にとって難しかったようで、2 回目に向けて講座の進め方を公共施設マネ

ジメント室職員も交えて協議した。結果、2 回目は参加者の興味関心が高いところに絞ろうという

話になり、公民館を含めた社会教育施設について重点的に話をしてもらった。講座の流れや資料を

見やすくするなどの工夫をしたことにより 1回目よりわかりやすかったという声が多かった。さら

に、参加者から「今後は市の広報やホームページに目を向けて情報を得ようと思う」「公共施設につ

いて考える機会になった」「また次回があれば参加したい」など前向きな感想も多くあった。 

後半は、クラブの運営について現場の声を聞きたい、しゃべり場のことを知ってもらいたいとい

う意見があり、浜手の書道木曜会、山手のシルバー卓球、中央の第 3土曜の会（学習グループ連絡

会）に依頼し、話を聞く機会を設けた。 

また、ミーティングの中で、「参加している人が固定化している」、運営会議が主となっていて自

由に参加しづらいのではという意見があった。本来のしゃべり場の在り方を再度話し合い、前半を

運営会議、後半は誰でも参加でき、自由に話せる場を設定することにした。メンバーが口コミで声

をかけ、2 人が新しく加入することとなったが、長年一緒に活動していた 2 人が立て続けにやめて

しまった。 

今後もしゃべり場を知ってもらうために周知方法の工夫やどのような活動をしていくか等検討

していく必要がある。 

 

＜課題＞ 

 しゃべり場★公民館を知ってもらう。 

 しゃべり場★公民館としての活動の方向性の検討。 
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月日 内 容 会場・人

数 4/26 スタッフミーティング① 中央・11 

5/25 中央公民館まつり参加 中央・11 

5 月末 しゃべり場★REPORT34 の発行 ― 

6/7 スタッフミーティング② 中央・10 

7/4 講座打合せ 中央・7 

7/12 スタッフミーティング③ 中央・9 

7/23 
講座「公共施設等総合管理計画を読もう」① 

講師：貝塚市行財政管理課 公共施設マネジメント室職員 
中央・41 

8/2 スタッフミーティング④ 中央・12 

8/27 
講座「公共施設等総合管理計画を読もう」② 

講師：貝塚市行財政管理課 公共マネジメント室職員 
中央・33 

9/17 スタッフミーティング⑤ 中央・8 

10/31 スタッフミーティング⑥ 中央・12 

11/21 
スタッフミーティング⑦/しゃべり場★公民館 中央・10 

クラブ訪問（浜手：書道木曜会） 浜手・10 

12/10 クラブ訪問（山手：シルバー卓球） 山手・18 

12/17 スタッフミーティング⑧/しゃべり場★公民館 中央・10 

1/18 クラブ訪問（中央：第 3 土曜の会） 中央・10 

1/30 スタッフミーティング⑨/しゃべり場★公民館 中央・13 

2/28 スタッフミーティング⑩/しゃべり場★公民館 中央・11 

3/13 スタッフミーティング⑪ 中央・10 

3 月中旬 しゃべり場★REPORT35 の発行 ― 

 

ミーティングの様子 
講座「公共施設等総合管理計画を読もう」 



―三館連携事業― 

三館- 5 - 

保育ボランティア養成講座 

＜ねらい＞ 

公民館保育つき講座における保育者の人材養成を図る。 

現ボランティア登録者のスキルアップをめざす。  

＜状況・成果＞ 

①1/30 講師:先輩保育ボランティア（藤田珠実、信貴恵美） 受講者 3人 

②2/6  講師:岩田 明大・日高 啓志           受講者 6人 

（大阪府教育庁 市町村教育室 地域教育振興課 地域連携グループ 指導主事） 

いずれも木曜日（全 2回）10時～11時半  

今年度の養成講座は、1 日目は新たな保育ボランティアの養成、2 日目はすでに登録している保

育ボランティアのスキルアップも兼ねた講座とした。また、社会教育課の家庭教育学級の保育ボラ

ンティアにも参加を呼びかけた。申込みは 6人で、家庭教育学級所属の人も、公民館保育に関心を

もち 2日間参加した人もいた。 

第 1日目は、公民館職員より貝塚公民館の保育について説明。次いで先輩保育ボランティアより

自身の子育ての辛かったことを振り返る場面や、公民館の子育て講座との出会いで悩みや不安が解

消されたことや、保育ボランティアの声掛けで助けられたという話があった。二人とも講座で救わ

れたその恩返しにと現在も保育ボランティアとしてかかわり、保育する子どもたちが自分の癒しに

なり、保育することが学びにつながっているという話であった。また、保育中の様子をビデオにま

とめた映像を見て、保育のイメージを膨らませてもらった。最後に三館保育登録制度の説明をした。 

第 2日目は、大阪府の親学習リーダー養成出張研修を活用した。市社会教育課の職員 2人も参加。 

指導主事より家庭教育支援が必要な背景について、子育てをしていて悩み・不安をかかえる人の割

合や悩みを相談できる人がいるかなどの統計をグラフで表したわかりやすい説明があった。グルー

プワークでは、親学習教材“がまんする”を体験。4～5人ずつ 3グループに分かれて、支援者が保

護者とのコミュニケーションを円滑にするために、大切にすることを個々で考え、その後グループ

でまとめて発表。すでに支援者として活動している受講者が多かったので、どのクループの発表も

親の気持ち・子どもの気持ちを理解した内容だった。 

≪アンケートより≫ 

・ワークについてエピソードをもとに話し合うので、意見を出しやす 
 かったです。また、ふせんに書くことで、考えがまとまりやすく、 

他の方の意見が目に見えるので話し合いがスムーズでした。 
・実際に教材を使ってグループワークすることで、関わっている保護 

者の方とのお話しの進め方をイメージすることができました。 
また、親学習の大切さをデータからも感じました。 

・自分なりに考えて接してきましたが、改めて大切にすべき点を学ぶ 
ことができて良かったです。 

・保育ボランティアとしていろんな方に寄り添える人でありたいと改めて思いました。 
・他の公民館で活動している方や知っている方とのコミュニケ―ションができた。 
・子育ての悩みを言う場が減っているなと実感しました。いい人と出会いができた。 
・子育て支援を応援したく本日の学んだ事はとても良かった。未就園児の子育てはママたちにとってとても
大変な時期だと思う。 

＜課題＞ 

 新規保育ボランティアと現保育ボランティアの両者を対象としたボランティア養成講座を検討。 
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会議・研修の状況 

況 

貝塚市立公民館運営審議会 

＜ねらい＞ 

今後の公民館のあり方について諮問し、審議を行う。 

＜状況・成果＞ 

昨年度より委嘱された第 36期（令和 5・6年度）審議会委員だが、今年度 2人が辞任し、欠員

となっていた 1人を含めて新たな委員 3人に交代した。 

公民館運営審議会（以下審議会）では昨年度、3 館長連名で「貝塚市の公民館活動の再評価につ

いて」、「貝塚市の公民館活動の新たなあり方について」の諮問を行い、審議会で答申に向けて検討

を開始した。途中から参加した 3人の新委員にとっては戸惑うことも多かったが、委員は全員前向

きかつ熱心に取り組み、議論を費やした。 

審議はまず初めに、「諮問事項１ 貝塚市の公民館活動の再評価について」、次に「諮問事項２ 貝

塚市の公民館活動の新たなあり方について」の順にグループワークを中心に行われた。 

昨年度行ったグループワークの中で、「貝塚の公民館では長く続く団体、クラブがいくつかある

ことが特徴的」という話になった。そこで今年度は最初に 50 年以上活動を続けるガラクタクラブ

（軽音楽クラブ）の福永孝夫氏と 30 年以上活動を続ける子育てネットワークの会の初期メンバー

である沼野伸子氏に聞き取りを行った。その他、数回行ったグループワークの中では、公民館にお

ける専門職配置の必要性や市役所内外に広く公民館の必要性を訴えていくにはどうすれば良いの

かといった意見が多く出された。 

第 3回審議会で萩原委員長より「答申の構成案」が示され、各

委員の意見をもとに第 4回審議会で答申素案が示された。今回の

答申では審議会委員（現委員）のコラムも掲載することになり、

各委員が答申の項目に合わせてコラムを執筆した。 

こうして、令和 7年 2月 20日に開催した審議会において、「第

36期公民館運営審議会答申」が提出された。 

貝塚公民館では提出された答申をもとに、次年度以降の公民館運営について考えていくことにな

る。 

 

開催年月日 案      件 

令和 6.6.4 

委員長、副委員長の選出について 

審議会の進め方について 

令和 5年度第 4回貝塚市立公民館運営審議会の会議録について 

今年度の事業方針・予算等について 

公民館運営審議会への諮問について 

令和 6.8.20 
令和 6年度第 1回貝塚市立公民館運営審議会会議録について 

公民館運営審議会への諮問について 

令和 6.10.25 
令和 6年度第 2回貝塚市立公民館運営審議会会議録について 

公民館運営審議会への諮問について 

令和 6.12.17 

令和 6年度第 3回貝塚市立公民館運営審議会会議録について 

第 46 回全国公民館研究集会・第 71回近畿公民館大会について 

公民館運営審議会への諮問について 

令和 7.2.20 
第 36 期公民館運営審議会答申について 

令和 6年度第 4回貝塚市立公民館運営審議会会議録について 

区  分 委 員 氏 名 
 

学校教育の関係者 中 村 彰 男 

社会教育の関係者 

文 野 春 美 

西 田  陽 

黒 井 政 信 

大 畠 陽 介  

髙 山 行 雄 

井 上 誠 一 

家庭教育の向上に資

する活動を行う者 
久 禮 智 美 

学識経験のある者 萩 原 雅 也 

貝塚市立公民館運営審議会 
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 阪南公民館運営協議会（館長会・実務担当者会含む） 

＜ねらい＞ 

 阪南公民館相互の緊密な連携のもとに、公民館運営の研究並びに職員の研修及び親睦をはかり、

公民館活動の振興に寄与する。 

＜状況・成果＞ 

阪南公民館運営協議会（以下、協議会）は、現在 4 市 2 町（高石、岸和田、貝塚、阪南、忠岡、

田尻の各市町）にある公民館 11館で構成されている。しかし、令和 7年度から田尻町が脱退する。 

協議会には、館長会と実務担当者会（以下、実担会）の 2つの部会があり、今年度の会長（館長

会代表兼務）と実担会代表は共に忠岡町が担った。 

 5/9 の協議会の総会は、貝塚市立中央公民館で開催。今年度は館長 4 人が交代しており、会長あ

いさつや司会もはじめての館長が担った。活動方針及び予算を決定し、その後の情報交換では「公

民館職員が講座講師を担当する場合があるのか」という質問に、大半の館で実施しているというこ

とだった。3/27の協議会では、総会に向けた資料確認を行った。 

館長会は 9/26 のみ開催したが、参加者は半数だった。他課と兼務している館長もあり協議会を

含め、全員がそろう開催が困難だった。 

実担会は、年 4回開催。参加館がほぼ決まっている中 

で、研修会や交流会の企画・運営を行ったり、各公民館 

の活動状況について相互に話し合い、交流を図った。 

12/19には研修会として、富田林市寺内町を見学。 

じないまち交流館館長の案内で、保存されている建物の 

歴史や、後世に伝えるために工夫している取り組みなど 

について学んだ。今後の公民館活動に活かせる話も多く、 

有意義な研修となった。 

8 月に予定していた交流会が中止となったが、講師への依頼や準備も進めており、協議会未加入

館の参加も予定されていたので、2 月に延期して開催した。当日は、協議会未加入の岬町や泉佐野

市、また実担会以外の職員も参加し、公民館で使えるアイスブレーキングを体験した。阪南市尾崎

公民館職員の指導のもと、様々なじゃんけんゲームの紹介があり、初対面でもいつのまにか笑い声  

                があふれ、なごやかな雰囲気となった。「早速講座に 

生かしたい」という感想があり、職員自身のスキルア 

ップにつながる研修となった。 

＜課題＞ 

 協議会加盟各館の館長会や実担会が有意義な 

会議となるよう積極的に参加を呼びかける。 

阪南公民館の活動振興を見据えた、阪公運加盟市 

町館以外とのネットワークの創出。 
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三館利用者連絡会（三館利連） 

＜ねらい＞ 

 公民館を活動拠点とする三館の利用者団体（中央公民館クラブ協議会・浜手地区公民館利用者連

絡会・山手地区公民館活動協議会）の連携・交流、共通課題への取組みを支援する。 

＜状況・成果＞  

三館の利用者団体相互の交流と親睦を深め、広く地域社会へ公民館活動の啓発・発信を行うこと

を目的に平成 25 年 4 月より「三館利用者連絡会（以下、三館利連）申し合わせ」をもとに、今年

は年 4回（4、6、9、12月）の会議で情報交換や事業の話し合いをしている。 

4月の引継ぎ会では前年度の申し送りから、展示交流、クラブ案内の発行、第 13回貝塚公民館大

会に加え、三館交流舞台発表会（以下、舞台発表会）の事業を進めていくことを決定した。 

展示交流、クラブ案内の発行、公民館大会については、昨年と同様に取り組んだ。 

展示交流では、飾られた作品を鑑賞すると同時に、他館のクラブ活動を知るきっかけになってい

る。特に自分たちの館にはないクラブの作品では、創作過程や材料など興味津々で見ている人たち

もいて、三館利連の会議でも展示交流作品についてや活動内容などの話題があがる。 

舞台発表会は出演クラブから委員を募り、実行委員会形式で進めた。出演クラブの代表、三館利

連役員の代表、職員が一緒に会議を持った。 

6 年ぶりの開催ということで、担当職員は過去の会議録を探し、利用者からも聞き取り、情報を

集めた。複数の役員が前回の舞台発表会に参加していたので、会議で当時の様子などを伝えてくれ

た。 

実行委員会では、委員長・副委員長を中心に作業や打ち合わせを重ね、プログラム作成から当日

の運営までをみんなで作り上げた。当日は 200人を超える人が会場を埋め、演目の最後では三線の

音楽に合わせてホールにいた全員が踊り、会場は一体感に包まれた。アンケートでは「よかった」

「また開催してほしい」といった声が多く聞かれたが、一方近い日程で公民館大会（2/2）もあり

「忙しかった」という声もあった。 

＜課題＞展示・舞台交流のかたちを模索 

  

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

展示交流 

クラブ（所属館） 展示場所（期間） 

月曜絵画（中央） 浜手（R6.8/5～26） 

ろうの花（中央） 浜手（R6.11/12～26） 

光絵画クラブ（浜手） 中央（R6.12/3～17） 

木曜書道（中央） 山手（R6.12/5～12） 

花をたのしむ会（山手） 中央（R7.2/6～13） 

コスモ写真クラブ（中央） 浜手（R7.2/23～3/2） 

三館交流舞台発表会・実行委員会（山手） 

9/13 第１回実行委員会 

11/8 第 2 回実行委員会 

11/29 第 3 回実行委員会 

12/12 ホール打ち合わせ 

1/26 三館舞台交流発表会（山手ホール） 

2/27 第 4 回実行委員会 
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K（研修）部会 

＜ねらい＞ 

 日頃の課題を共有し学び合い、公民館職員としての力量を高める。 

職員間の交流と情報交換の場。 

＜状況・成果＞  

 2004年から継続している通称 K部会（公民館職員研修会）は、全職員を対象とし月に一度の 3館

職員会議の時間内で約 2 時間行われている。K 部会は定着したものの、研修という場面が面倒だな

と感じる職員もいる。職員に関心や興味をもって K部会に望んでもらいたいと毎月のプログラム作

りに担当者は奮闘している。 

K 部会は、公民館職員にとって欠かせない「コミュニケーション力」や「対話の力」などのスキ

ルアップを基本とし、公民館に求められる現代課題や大規模災害に備えた対策などを視野にいれな

がらプログラムを組んでいる。3 館から職員が 1 名ずつ選出され担当者でプログラム会議が行われ

ている。このプログラムを組むことがすでに研修の一部となり各館の情報交換など楽しく進められ

ている。 

今年度は 8 月に南海トラフ地震臨時情報の発表もあり救急救命講習会や避難所運営などに数年

ぶりに取り組んだ。また、教育機会確保法は公民館職員が知っておきたい事柄であったため、職員

間で共有でき理解する機会となった。次年度も 3館の職員が集まる貴重な場として、様々な課題に

沿った研修を企画し楽しく取り組めるよう工夫を凝らしたい。 

＜課題＞ 

職員の学びたいことを拾い上げて個々のスキルアップにつなげる。 

ワークショップや体験型研修などを取り入れ積極的に関われるよう工夫する。 

＜プログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

４月 能登半島地震災害派遣報告 自己紹介 

５月 第 12 回貝塚公民館大会ふりかえり（午前の部/山崎亮さん）動画視聴し意見交換 

６月 第 12 回貝塚公民館大会ふりかえり（午後の部/牧野篤さん）動画視聴し意見交換 

７月 救急救命講習会 コスモス市民講座活用/貝塚市消防本部より 

８月 ZOOM による研修   SNS（インスタグラム）配信について 担当：SNS 担当者 

９月 教育機会確保法と公民館の役割     村田和子さん（和歌山大学名誉教授） 

10 月 社会教育主事講習（奈良教育大学）受講報告 報告：木藤順子（浜手地区公民館職員） 

11 月 やっぱり防災！避難所運営を考える 

12 月 3 館会議 Zoom 会議につき K 部会はなし 

１～３月 今年度総括 
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大阪府公民館・関連施設連絡会（府公連） 

＜ねらい＞ 

大阪府内の公民館・関連施設等の連携により学び合い講座を実施し、職員の資質向上を図るとと

もに情報交換を行う。 

＜状況・成果＞ 

大阪府公民館・関連施設連絡会（以下、府公連）は、2013 年の大阪府公民館振興協議会（以下、

府公振）解散を受け、府公振残余金と公民館総合補償制度の広告収入を活用し、大阪府教育庁及び

大阪教育大学と連携して、府内公民館等社会教育施設職員の交流、情報交換、さらに資質向上を図

るための「学び合い講座」を継続開催する組織へと生まれ変わっている。今年度、運営会議には大

阪府教育庁、大阪教育大学、豊中市、河内長野市、東大阪市、貝塚市が参加し、本市は会長職を担

った。会議は 11回開催された。 

学び合い講座は、11/28 に「学びは LIVE だ!! “出たとこ勝負カフェ”の提案」（参加 14 人）、

1/10に「WEBコンサルタント会社社長に聞く!!  SNSを活用した広報戦略とショート動画の徹底活

用」（参加 34 人）、2/21（当初、8/30 に予定していたが、台風の接近により延期）に、東京大学大

学院教授 牧野 篤 氏を講師に迎え「地域づくりと社会教育の役割 そもそものところ」（参加 39

人）をテーマとして 3回開催し、社会教育の基本的な内容や実務的な内容などを学んだ。また、グ

ループ討議を行い参加者同士の交流を深め、各施設の情報を交換し合った。 

講座の参加者数はテーマにより変動が大きく、SNS の活用など実務的な内容や著名な講師の回に

多くの参加者が集まる傾向がある。学び合い講座の企画をいっそう充実させていくためにも、より

多くの担い手が必要であることを痛感した。 

現状、府公連の学び合い講座は、府内公民館及び関連施設職員の唯一の交流、研鑚、情報交換の

場となっている。今後も活動の継続が望まれる。 

＜課題＞ 

学び合い講座の担い手の確保。 

公民館等社会教育施設の情報交換の機会創出を考えたネットワーク構築への協力。 
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市内小中学校施設見学 

月 日 学 校 名 来館学年 見 学 目 的 担当館 

5/27 二色学園 2年 まちたんけん 浜手 

6/10 東山小学校 3年 社会科見学 山手 

6/13 東小学校 3年 社会科見学 山手 

6/25 東山小学校 2年 「まちたんけん」インタビュー 山手 

10/3 西小学校 3年 社会科見学 山手 

11/8 永寿小学校 3年 社会科見学 山手 

 

視察・研修受け入れ 

月 日 団体・機関名 内  容 担当館 

11/9～12/9 和歌山大学 社会教育実習生受け入れ 三館 

1/30 大分県益田市（大畠伸幸氏） 貝塚市立公民館視察 中央 

2/ 和歌山大学 社会教育実習生受け入れ 三館 

 

まちのすぐれもの 

R6年度 新規登録者 4人  

利用回数  65回 

※3年ごとに更新（次回更新令和 9年度） 
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< 利 用 人 員 数 ・ 中 央 >  
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計(人) 

講  座 387 460 726 971 397 441 553 777 535 158 178 160 5,743 
事  業 444 7,291 169 178 246 514 83 235 1,334 355 292 837 11,978 

クラブ等 2,127 1,676 2,060 1,923 1,536 2,202 2,001 2,036 1,679 2,168 1,890 2,161 23,459 

一般利用 101 35 133 131 602 74 97 113 87 208 529 127 2,237 

その他 144 195 277 597 146 270 423 1,355 444 212 236 565 4,864 

計(人) 3,203 9,657 3,365 3,800 2,927 3,501 3,157 4,516 4,079 3,101 3,125 3,850 48,281 

< 浜 手 地 区 >  

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計(人) 

講 座 90 383 414 519 233 311 407 272 192 130  57  46 3,054 
事 業 236 170 310 185 721 390 1,927 338 350 361  703  173 5,864 

クラブ等 1,444 1,625 1,446 1,429 946 1,380 1,277 1,669 1,555 1,365  1,452  2,460 18,048 

一般利用 0 0 45 0 16 0 48 0 20 0  18  16 163 

その他 643 549 600 771 801 566 503 530 521 522  536  672 7,214 

計(人) 2,413 2,727 2,815 2,904 2,717 2,647 4,162 2,809 2,638 2,378  2,766  3,367 34,343 

< 山 手 地 区 >   

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計(人) 

講 座 245 417 442 508 223 397 425 284 254 166 205 137 3,703 
事 業 399 480 248 201 302 318 1,534 846 512 817 573 162 6,392 

クラブ等 1,277 1,128 1,104 1,297 937 1,411 1,087 1,590 1,298 1,037 960 1,307 14,433 

一般利用 424 874 951 642 2,570 1,756 840 1,227 1,386 2,342 715 1,969 15,696 

その他 256 63 77 100 153 158 199 369 909 303 55 220 2,862 

計(人） 2,601 2,962 2,822 2,748 4,185 4,040 4,085 4,316 4,359 4,665 2,508 3,795 43,086 

< 使 用 状 況 ・ 中 央 >  

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計(回数） 

視聴覚室 49 59 41 51 46 53 46 55 47 51 45 60 603 
講座室３ 43 41 45 49 41 42 42 51 47 44 44 46 535 

講座室２ 54 53 60 54 38 52 52 57 56 50 50 45 621 

講座室１ 43 35 43 44 35 39 35 43 32 37 38 42 466 

和  室 18 26 18 22 19 26 24 28 17 25 20 20 263 

創 作 室 32 37 32 34 14 31 29 33 28 27 29 34 360 

料 理 室 11 21 16 20 16 16 10 26 22 11 11 18 198 

保 育 室 38 40 25 27 33 31 26 39 33 38 32 34 396 

青少年センター 20 17 17 18 13 21 21 21 23 12 15 18 216 

文化会館 1 8 0 0 0 3 0 0 2 0 2 1 17 

そ の 他 0 1 3 1 0 0 0 2 0 0 0 0 7 

計(回数) 309 338 300 320 255 314 285 355 307 295 286 318 3,682 

< 浜 手 地 区 > 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計(回数） 

ホ ー ル 39 40 48 45 32 49 53 49 43 40  49  52 539 
プレイルーム 15 26 26 30 22 18 27 19 26 17  20  25 271 

第１講座室 31 37 32 42 35 35 35 28 29 24  29  38 395 

第２講座室 29 31 35 39 37 28 38 30 31 30  27  27 382 

和   室 15 16 17 11 5 10 15 14 14 12  26  8 163 

料 理 室 4 8 8 14 12 9 16 25 4 12  11  8 131 

ロビー等 4 8 10 7 10 11 16 10 6 6  9  9 106 

計 ( 回 数 ） 137 166 176 188 153 160 200 175 153 141  171  167 1,987 

< 山 手 地 区 > 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計（回数） 

ホ ー ル 
 

45 37 52 46 55 52 43 55 48 46 43 56 578 

楽 屋 １ 3 3 5 0 1 7 10 27 11 9 6 8 90 

楽 屋 ２ 3 5 11 1 2 10 8 16 6 9 3 8 82 

保 育 室 13 10 11 10 21 18 2 22 15 21 16 16 175 

講座室１ 33 31 36 48 62 52 40 45 47 43 33 42 512 

講座室２ 40 41 49 42 32 42 52 36 33 40 34 39 480 

講座室３ 33 35 41 33 40 43 31 37 24 24 32 38 411 

料 理 室 3 13 4 17 11 9 21 12 11 7 7 10 125 

視聴覚室 11 22 18 17 25 27 25 22 26 21 28 26 268 

音 楽 室 44 33 22 24 26 22 47 38 33 25 31 40 385 

創 作 室 16 15 15 16 15 17 20 12 12 13 11 13 175 

和 室 5 29 26 25 16 34 32 29 22 34 26 26 304 

計（ 回 数） 

数 ） 

249 274 290 279 306 333 331 351 288 292 270 322 3,585 
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